
平成25年３月橋本市議会定例会会議録（第５号）その６ 

平成25年３月７日（木） 

                                          

                                        

 日程第49 議案第48号 市道路線の認定に

ついて 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

○議長（井上勝彦君）日程第49 議案第48号

市道路線の認定について を議題といたしま

す。 

 これより議案第49号 財産の譲与について 

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。  これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 ○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

 ただ今議題となっております議案第48号に

ついては、経済建設委員会に付託いたします。 

                     

 日程第51 議案第50号 公の施設の指定管

理者の指定について                      

 日程第50 議案第49号 財産の譲与につい

て 

○議長（井上勝彦君）日程第51 議案第50号

公の施設の指定管理者の指定について を議

題といたします。 ○議長（井上勝彦君）日程第50 議案第49号

財産の譲与について を議題といたします。  これより質疑を行います。 

 これより質疑を行います。  質疑ありませんか。 

 質疑ありませんか。  １番 松浦君。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 ○１番（松浦健次君）ここでは、指定する期

間は１年となっているんですけども、文化ス

ポーツ振興公社の産業文化会館の指定は５年

となっているんですけども、この違いという

のはどういうところに理由があるんですか。 

○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第49号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

○議長（井上勝彦君）経済部長。 

○経済部長（浦 彰伸君）本指定管理者の指

定についての内容でございますけれども、当

指定管理につきましては、農業ふれあい公園、

俗に言う「やっちょん広場」を、紀北川上農

業協同組合に指定をするという形での内容に

なってございます。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。  それとあわせまして、当地は平成12年に県

から無償で譲渡を受けた用地でございまして、

平成14年４月１日から10年間については、公

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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園敷地の用途として供しなさいという契約書

を交わしてございます。そういった意味合い

で、ちょうど平成14年４月１日から10年間と

いいましたら、平成25年ということになりま

すので、残りあと１年ということになります

ので、１年間での指定管理を考えておるとこ

ろでございます。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第50号に

ついては、経済建設委員会に付託いたします。 

                     

 日程第52 議案第51号 橋本周辺広域市町

村圏組合規約の一部を改正する

規約について 

○議長（井上勝彦君）日程第52 議案第51号

橋本周辺広域市町村圏組合規約の一部を改正

する規約について を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております議案第51号に

ついては、委員会の付託を省略いたしたいと

思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより議案第51号 橋本周辺広域市町村

圏組合規約の一部を改正する規約について 

を採決いたします。 

 本案は原案のとおり決することにご異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり可決されまし

た。 

                     

 日程第53 議案第52号 橋本市・高野町・

伊都消防組合消防通信指令事務

協議会規約の制定に関する協議

について 

○議長（井上勝彦君）日程第53 議案第52号

橋本市・高野町・伊都消防組合消防通信指令

事務協議会規約の制定に関する協議について 

を議題といたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

 １番 松浦君。 

○１番（松浦健次君）63ページの、地方自治

法第252条の２第１項という内容と、それと関

係地方公共団体、これも通信指令事務をやる

という体制ができているということを前提と

した協議会ですか。それとも、体制をつくる

んだという協議会ですか。それとも両方やっ

ていくということなんでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）消防長。 

○消防長（大谷 明君）地方自治法第252条の

２第１項につきましては、普通地方公共団体

は、協議により規約を定めて協議会を設ける

ことができるというふうに規定されておりま

す。なお、この同上第３項において、第１項

の協議については、関係普通地方公共団体の

議会の議決を経なければならないということ

で、今回、上程させてもらっております。 
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 それと、今現在その体制ができているのか

という質問なんですけども、この協議会をつ

くりまして、そして、そこで体制をつくって

いくというふうになります。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 １番 松浦君。 

○１番（松浦健次君）そしたら、第１条で、

４行目なんですけども、「消防通信指令施設に

おいて行う消防通信指令に関する事務を共同

して管理し、及び執行することを目的とす

る。」となっているので、体制をつくるという

ことは、ここに入ってないんですけどね。「こ

の協議会は」というところで、もう既にでき

たことを前提として、事務を共同して管理し

て、執行するということからすれば、体制が

もうできていることを前提をしたように解釈

できるんですけども、そうではないんですか。 

○議長（井上勝彦君）消防長。 

○消防長（大谷 明君）今回の事務の協議会

につきましては、財産及び職員は持てないこ

とになっております。ですから、その指令装

置とハード面におきましては、地方関係団体

において整備をしていただくと。それの管理

及び執行、119番の受信とか、そして出動命令

とか、そういうことをこの協議会でやってい

くというふうなことになっております。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

 17番 松本君。 

○17番（松本健一君）この協議会の取り組み

は、去年からようやく消防行政の広域化につ

ながる部分で、まだ緒についたばかりのこと

だと思いますけれども、これからめざすべき

は、できる限り効率の良い、市の中で二つに

分かれているような消防行政を解消していく

ということが、遠くの目標として必要だと思

います。そういった過程において、今回のこ

れだけで終わることのないように、改めてこ

の協議だけじゃなく、広域化も前に進めてい

っていただきたいと思いますけれども、その

点に関して、今ご答弁いただける範囲だけで

結構ですので、一言いただければと思います。 

○議長（井上勝彦君）消防長。 

○消防長（大谷 明君）確かに、この指令業

務の共同運用だけにとどまらず、この地域の

消防の広域化というのは私の目標なんですけ

ども、皆さんよく知っておられるとおりなの

で、現在はこの指令の共同運用、これをする

ことによって、今現在、高野口との変則体制

があります。それにつきましても、一つの指

令室で受けるということで、今まで高野口で

火災があっても橋本消防ではなかなかその火

災の概要というのは把握できなかったんです

けども、そういう問題が一部ですけども解決

していくと。そういう面もあります。ですか

ら、今後とも粘り強く広域化についても交渉

していきたいと、そのように思っています。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）17番 松本君。 

○17番（松本健一君）改めてお願いいたしま

す。それと同時に、今回はデジタル無線化を

控えてということですよね。デジタル無線の

いいところというのは、発信者と受信者がか

なりクリアな音で聞こえる。それと、ほかに

その受信ができないようになるというメリッ

トがあると。ただ、ほかに聞けないというこ

とは、警察であれ、例えば広域でどこかに緊

急援助というか、そういったところに行った

ときに、共通のデバイスでなくなる可能性が

あるので、その点に関しては、今持ってらっ

しゃる情報で、こういったデジタル無線に関

しての共同使用、ほかの自治体との共同使用

というところは、どのような状況を把握され

ているのでしょうか。 

○議長（井上勝彦君）消防長。 

○消防長（大谷 明君）消防救急無線のデジ
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タル化も同時に進んでいるわけなんですけど

も、他の自治体との通信については、消防無

線によりましては、県内でしたら統一波とい

うのがありまして、県内でしたら県内共通波、

全国でしたら全国の共通波がありますので、

緊急消防援助隊に出動した場合には、全国の

共通波、３波あるんですけども、それで対応

するようになっております。 

 以上です。 

○議長（井上勝彦君）ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ないようですので、こ

れをもって質疑を終結いたします。 

 ただ今議題となっております議案第52号に

ついては、総務委員会に付託をいたします。 

 先ほどの松浦議員の質問、議案第50号につ

いての訂正の答弁がございます。 

 経済部長。 

○経済部長（浦 彰伸君）大変失礼しました。

公の施設の指定管理者の指定の議案のところ

でございまして、県から無償譲渡を、平成14

年の４月１日から10年間というふうにお話さ

せていただきましたけれども、変更契約があ

りまして、平成15年の12月26日に変更契約を

してございます。それから10年間は公園敷地

として利活用するという形になってございま

すので、平成25年の12月26日までは公園敷地

として管理をしていくということでございま

すので、最短の指定管理１年間ということで

想定しておるところでございます。 

 大変失礼しました。 

○議長（井上勝彦君）それでは、答弁の申し

入れについてを終わります。 

                     

 日程第54 選第１号 人権擁護委員候補者

の推薦について 

○議長（井上勝彦君）日程第54 選第１号 人

権擁護委員候補者の推薦について を議題と

いたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております選第１号につ

いては、委員会の付託を省略いたしたいと思

います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これより討論に入ります。 

 討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより選第１号 人権擁護委員候補者の

推薦について を採決いたします。 

 本件はこれに同意することにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本件はこれに同意することに決し

ました。 

                     

 日程第55 選第２号 人権擁護委員候補者

の推薦について 

○議長（井上勝彦君）日程第55 選第２号 人

権擁護委員候補者の推薦について を議題と

いたします。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの
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で、質疑を終結いたします。  これにご異議ありませんか。 

 お諮りいたします。 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 ただ今議題となっております選第２号につ

いては、委員会の付託を省略いたしたいと思

います。 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

 これにご異議ありませんか。  これより討論に入ります。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕  討論する方ありませんか。 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

 よって、委員会の付託を省略することに決

しました。 

○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 

 これより討論に入ります。  これより選第３号 橋本市教育委員会委員

の任命について を採決いたします。  討論する方ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  本件はこれに同意することにご異議ありま

せんか。 ○議長（井上勝彦君）討論がないようですの

で、討論を終結いたします。 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

 これより選第２号 人権擁護委員候補者の

推薦について を採決いたします。 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 

 よって、本件はこれに同意することに決し

ました。  本件はこれに同意することにご異議ありま

せんか。  この際、暫時休憩いたします。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 （午後３時13分 休憩） 

○議長（井上勝彦君）ご異議なしと認めます。 ○議長（井上勝彦君）ただ今、橋本市教育委

員会委員の任命について同意されました米田

惠一氏から発言の申し出がありますので、発

言を許します。 

 よって、本件はこれに同意することに決し

ました。 

                     

 日程第56 選第３号 橋本市教育委員会委

員の任命について 

〔教育委員会委員（米田惠一君）登壇〕 

○教育委員会委員（米田惠一君）皆さま、こ

んにちは。ただ今ご紹介いただきました米田

惠一と申します。 

○議長（井上勝彦君）日程第56 選第３号 橋

本市教育委員会委員の任命について を議題

といたします。  先ほどの議会で、私の橋本市教育委員就任

に関するご同意をいただきまして、ありがと

うございました。 

 これより質疑を行います。 

 質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕  一言、ごあいさつ申し上げます。 

○議長（井上勝彦君）質疑がないようですの

で、質疑を終結いたします。 

 今、教育現場で一番関心が向けられている

のは、いじめ問題であります。いじめが初め

て社会問題になった85年、当時の文部省の検

討会議は、学校内の問題を隠すことなく、家

庭や地域に向けて学校を開くよう求めました

が、その後、教育現場では閉鎖性を改善でき

 お諮りいたします。 

 ただ今議題となっております選第３号につ

いては、委員会の付託を省略いたしたいと思

います。 
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たのでしょうか。また、橋本市においてはど

うだったのでしょうか。現状を憂い、先月に

は、政府の教育再生実行会議により、いじめ

と体罰問題に関する５項目の第一次提言が提

出されました。これを受け、政府はスピード

感をもって取り組むとのことで、いじめ対策

の法案は議員立法でもって今国会に提出され、

成立の見通しと伺ってございます。 

 この際、報告いたします。 

 先ほど設置されました平成25年度予算審査

特別委員会委員長に松浦健次君、副委員長に

中本浩精君がそれぞれ選出されました。 

 以上で報告を終わります。 

 日程に従い、議案審議を行います。 

                     

 

 ただ、中学生がいじめを受けて自殺した問

題を調べた大津市の第三者調査委員会は、学

校を責めるばかりでは再発防止にはならない

と報告もしております。授業、生徒指導、保

護者対応、事務作業に追われれば、子どもと

なかなか向き合えない。いじめを見過ごすこ

とはどこの学校でもあり得ると。橋本市も例

外ではありません。いじめに気づき、いじめ

を解決する過程で、子どもたちを成長させて

いくことが教師の務めと言われております。

日々の仕事に追われ、いじめに気づきにくく

なっているのなら、多忙化解消が求められま

す。具体的には作業量の見直しや、人員増、

少人数学級などが考えられます。 

 教育は将来への投資であります。地元橋本

市はもとより、国際社会発展に対する大切な

投資であります。子どもの教育現場には関係

の薄かった私ではございますが、それゆえに

ニュートラルな立場で向き合えるのではない

かと考えております。 

 まだまだ未熟者ではございますが、少しで

もご奉仕することができれば、この上ない幸

せと考えてございます。これから一生懸命勉

強してまいる所存でございますので、皆さま

方のご支援、ご指導、よろしくお願い申し上

げたいと思います。 

 本日はどうもありがとうございました。 

（午後３時40分 再開） 

○議長（井上勝彦君）休憩前に引き続き会議

を開きます。 
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